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＜リウマチ・アレルギー疾患に関する図表集＞

（表２）各都道府県におけるアレルギー施策について

自治体 事業 普及啓発 相談窓口 連携 計画 施策例

北 海 道 × × × × × 悪性関節リウマチは難病対策業務として実施
青 森 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
岩 手 県 × × ○ × × 悪性関節リウマチは難病対策業務として実施
宮 城 県 × × ○ × × ７保健福祉事務所で相談対応
秋 田 県 × × × × ×
山 形 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
福 島 県 ○ × × × × 悪性関節リウマチは難病対策業務として実施
茨 城 県 × × ○ × × 全保健所で日常生活等について電話相談
栃 木 県 ○ ○ ○ × × リウマチ友の会による医療相談会の実施
群 馬 県 × × × × ×
埼 玉 県 × × × × ×
千 葉 県 ○ ○ ○ ○ × 患者団体の育成
東 京 都 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
神 奈 川 県 × × × × ×
新 潟 県 × ○ ○ × × 保健所で患者・家族の集いを実施
富 山 県 ○ ○ ○ ○ × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
石 川 県 × × × × ×
福 井 県 ○ ○ ○ × × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
山 梨 県 × × × × ×
長 野 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
岐 阜 県 ○ ○ ○ ○ × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
静 岡 県 ○ ○ ○ ○ × 現在作成中の地域保健医療計画案に盛り込む予定
愛 知 県 × × × × ×
三 重 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
滋 賀 県 × × × × ×
京 都 府 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
大 阪 府 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
兵 庫 県 × × ○ × × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
奈 良 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
和 歌 山 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
鳥 取 県 × × × × ×
島 根 県 ○ × ○ × × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
岡 山 県 × × ○ × × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
広 島 県 ○ ○ ○ × × リウマチに関する知識の普及啓発事業（団体委託）を実施
山 口 県 × × ○ × × 難病対策の一部としてリウマチ対策を実施
徳 島 県 ○ ○ × × ×
香 川 県 × × × × ×
愛 媛 県 × × × × ×
高 知 県 ○ ○ ○ ○ × リウマチ友の会高知県支部と連携
福 岡 県 × × ○ × × 相談があった場合は適宜対応
佐 賀 県
長 崎 県 × × × × ×
熊 本 県 × × × × ×
大 分 県 × × ○ ○ × 大分県難病患者団体連絡協議会に電話・訪問相談委託（各々年５０件）
宮 崎 県 ○ × ○ ○ × 相談があった場合は適宜対応
鹿 児 島 県 × ○ ○ × × 来所・電話・訪問相談の実施　ＨＰを準備中
沖 縄 県 × × × × ×

有 12 11 29 7 0
無 34 35 17 39 46

無回答 1 1 1 1 1

（備考）

都道府県

事業－各自治体におけるアレルギー対策の事業の有無を調査したもの　　
連携－アレルギー対策を推進していく上で、市町村等関係団体との連携の有無を調査したもの
計画－アレルギー対策について、各自治体の地域保健医療計画上定めているかの有無を調査したもの

（表１）各都道府県におけるリウマチ施策について

自 治 体 事 業 普 及 啓 発 相 談 窓 口 連 携 計 画 施 策 例

北 海 道 × ○ ○ × × 道 民 向 け ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 Ｑ ＆ Ａ を Ｈ Ｐ に 掲 載
青 森 県 × × ○ × ×
岩 手 県 × ○ ○ × × 一 般 向 け パ ン フ レ ッ ト の 作 成
宮 城 県 × × ○ × × ７ 保 健 福 祉 事 務 所 で 相 談 対 応
秋 田 県 ○ ○ ○ × × 今 年 度 花 粉 症 相 談 窓 口 設 置 予 定
山 形 県 ○ ○ ○ ○ × 管 内 母 子 担 当 者 会 議 で ア レ ル ギ ー 研 修 の 伝 達 実 施
福 島 県 ○ ○ ○ ○ × 県 教 育 庁 と の 連 携
茨 城 県 ○ ○ ○ × × 小 児 ア レ ル ギ ー 疾 患 と 食 事 等 に つ い て の 研 修 会 を 県 健 康 科 学 セ ン タ ー に 委 託
栃 木 県 × ○ × × × 教 育 委 員 会 に て 養 護 教 諭 を 対 象 と し た ア レ ル ギ ー 研 修 会 の 実 施
群 馬 県 × × × × ×
埼 玉 県 ○ ○ ○ ○ ○ 県 民 対 象 に 生 活 環 境 と ア レ ル ギ ー 等 に つ い て パ ン フ レ ッ ト の 作 成 ・ 配 布
千 葉 県 ○ ○ ○ ○ ○ 健 康 増 進 課 内 に ア レ ル ギ ー 相 談 セ ン タ ー 設 置
東 京 都 ○ ○ ○ ○ ○ 各 種 ア レ ル ギ ー 疾 患 に つ い て パ ン フ レ ッ ト 作 成
神 奈 川 県 × ○ ○ × × 花 粉 症 及 び ア レ ル ギ ー に つ い て 庁 内 会 議 を 開 催
新 潟 県 ○ ○ ○ × × 花 粉 飛 散 予 測 等 に つ い て 保 健 所 及 び 保 健 環 境 科 学 研 究 所 Ｈ Ｐ に 掲 載
富 山 県 ○ ○ ○ ○ × 乳 幼 児 対 象 に 普 及 啓 発 （ パ ン フ レ ッ ト ・ Ｈ Ｐ ・ 相 談 会 ）
石 川 県 × × × × ×
福 井 県 ○ ○ ○ ○ × ア レ ル ギ ー 疾 患 の 実 態 調 査 を 特 別 調 査 研 究 事 業 （ １ ６ 年 度 ） で 実 施
山 梨 県 ○ ○ ○ ○ × 市 町 村 、 医 師 会 、 薬 剤 師 会 及 び 看 護 協 会 と の 連 携
長 野 県 ○ ○ ○ × × 花 粉 飛 散 情 報 を Ｈ Ｐ に 掲 載 　 花 粉 症 相 談 窓 口 設 置
岐 阜 県 ○ × ○ × × 保 健 所 母 子 保 健 運 営 協 議 会 で 検 討
静 岡 県 ○ ○ ○ ○ × ア レ ル ギ ー の た め の 食 事 支 援 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 施 設 栄 養 士 に 配 布
愛 知 県 × × × × ×
三 重 県 × × ○ × × ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 と シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 の 相 談 が 多 い
滋 賀 県 ○ ○ × × × 花 粉 症 予 防 研 修 会 を 小 学 校 養 護 教 員 及 び 保 健 師 対 象 に 実 施
京 都 府 ○ ○ ○ ○ ○ ２ ヶ 月 毎 に 医 師 会 で 連 絡 会 議 を 開 催 し 、 調 査 や パ ン フ レ ッ ト 等 に つ い て 検 討
大 阪 府 ○ ○ ○ × × 花 粉 症 総 合 情 報 を Ｈ Ｐ に 掲 載
兵 庫 県 ○ ○ ○ ○ × 医 師 研 修 会 を 年 ２ 回 開 催 し Ｇ Ｌ を 配 布
奈 良 県 × × ○ × ×
和 歌 山 県 ○ ○ × × × 保 健 師 が 健 診 時 に 活 用 で き る 「 親 子 の 健 康 づ く り 支 援 マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成
鳥 取 県 ○ ○ ○ ○ × ア レ ル ギ ー 性 疾 患 対 策 専 門 委 員 会 設 置 （ 市 町 村 、 医 師 会 等 も 参 加 ）
島 根 県 ○ × ○ × × 喘 息 ・ ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 親 子 交 流 会 の 開 催
岡 山 県 × ○ ○ × × 月 １ 回 保 健 所 で 相 談 窓 口 開 設
広 島 県 ○ ○ ○ ○ ○ 飲 食 店 に お け る ア レ ル ギ ー 食 品 の 表 示 推 進 （ 健 康 生 活 応 援 店 推 進 事 業 ）
山 口 県 ○ ○ ○ ○ × 医 師 等 を 中 心 と す る 任 意 団 体 が 行 う イ ベ ン ト を 保 健 所 が 協 力 開 催
徳 島 県 ○ ○ ○ × × 花 粉 飛 散 情 報 を Ｈ Ｐ に 掲 載
香 川 県 × × × × ×
愛 媛 県 × ○ ○ × × 花 粉 症 相 談 窓 口 設 置 予 定
高 知 県 ○ ○ ○ × × 花 粉 飛 散 情 報 を Ｈ Ｐ に 掲 載 し 、 電 話 相 談 （ 薬 務 課 ・ 保 健 所 ）
福 岡 県 ○ ○ ○ ○ × 医 師 会 の 花 粉 情 報 シ ス テ ム 事 業 を 補 助
佐 賀 県
長 崎 県 × × × × ×
熊 本 県 × × × × ×
大 分 県 ○ × × × × 食 物 ア レ ル ギ ー 講 演 会 の 実 施
宮 崎 県 ○ ○ ○ ○ × 県 の テ レ ビ 番 組 で ５ 分 間 程 花 粉 症 等 に つ い て 広 報
鹿 児 島 県 × ○ ○ × × Ｈ Ｐ を 開 設
沖 縄 県 × × × × ×

有 2 8 3 2 3 5 1 6 5
無 1 8 1 4 1 1 3 0 4 1

無 回 答 1 1 1 1 1

（ 備 考 ）

（ 平 成 １ ７ 年 １ 月 １ ２ 日 厚 生 労 働 省 健 康 局 疾 病 対 策 課 調 べ ）

都 道 府 県

事 業 － 各 自 治 体 に お け る ア レ ル ギ ー 対 策 の 事 業 の 有 無 を 調 査 し た も の 　 　
連 携 － ア レ ル ギ ー 対 策 を 推 進 し て い く 上 で 、 市 町 村 等 関 係 団 体 と の 連 携 の 有 無 を 調 査 し た も の
計 画 － ア レ ル ギ ー 対 策 に つ い て 、 各 自 治 体 の 地 域 保 健 医 療 計 画 上 定 め て い る か の 有 無 を 調 査 し た も の
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（図１）関節リウマチ患者の入院・外来別の割合

（図 ２）ア レル ギ ー 様 症 状 が あ った 者 とそ の 診 断 が あ った 者 の 割 合 （複 数 回 答 ）

厚生労働省平成15年保健福祉動向調査より
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（図 ３）年 齢 階 級 別 に み た ア レル ギ ー 様 症 状 が あ った 者 の 割 合 （複 数 回 答 ）
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（表３）アレルギー性疾患対策への要望の割合（12歳以上・複数回答）
（％）

厚生労働省平成15年保健福祉動向調査より

100.0

アレルギー性疾患対策への要望のある者 57.5

医療機関（病院・診療所）にアレルギー専門の医師を配置してほしい 23.3

アレルギーに対する医薬品の開発に力を入れてほしい 21.1

アレルギーに関する情報を積極的に提供してほしい 20.5

　アレルギーについて正しい情報を提供する仕組みを作ってほしい 18.9

医療機関（病院・診療所）のアレルギー専門の医師の配置情報を提供してほしい 17.2

アレルギーに対する食品（アレルギーを発症させる物質を除去した食品など）の開発・普及に力を入れてほしい 17.1

アレルギーと生活環境との関連の研究及び施策の推進に力を入れてほしい 16.7

医療機関（病院・診療所）に専門の相談窓口を設けてほしい 13.1

行政機関（保健所等）に専門の相談窓口を設けてほしい 7.4

その他 1.4

特に要望はない 38.2

注：総数には、不詳を含む。

総    　　数
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検 討 会 秋 山 委 員 提 出 資 料 よ り抜 粋
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（図 ６）喘 息 予 防 ・治 療 ガ イドラインの 普 及 率

検 討 会 堀 場 参 考 人 提 出 資 料 より抜 粋
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＜リウマチ・アレルギー疾患に係わる診療ガイドライン等について＞

厚生労働省においては、厚生労働科学研究の中で、リウマチ・アレルギー

疾患の診療ガイドライン等の学会等への作成支援を行い、医療従事者や一般

国民に対する普及啓発に努めているところであり、以下にその一覧を示す。

１ 関節リウマチ

『関節リウマチの診療マニュアル（改訂版）診断のマニュアルとＥＢＭ

』に基づく治療ガイドライン （＊＊＊）

発行：平成１６年４月

作成：厚生労働省研究班

編集：越智 隆弘（相模原病院院長）他

２ アトピー性皮膚炎

』『アトピー性皮膚炎治療ガイドライン２００５ （＊）

発行：平成１７年

作成：分担研究「アトピー性皮膚炎治療ガイドラインの作成」

監修：河野 陽一（千葉大学大学院医学研究院小児病態学教授）

山本 昇壯（広島大学名誉教授）

『アトピー性皮膚炎－よりよい治療のためのＥＢＭデータ集 （＊）』

発行：平成１７年

作成：古江 増隆（九州大学大学院医学研究院皮膚科学教授）

３ アレルギー性鼻炎

『 （ ）』鼻アレルギー診療ガイドライン ２００２年版 改訂第４版 （＊＊）

発行：平成１４年

作成：鼻アレルギー診療ガイドライン作成委員会

編集顧問：奥田 稔（日本医科大学名誉教授）

４ 喘息

』『科学的根拠に基づく（ ）喘息診療ガイドラインEBM （＊＊）

発行：平成１３年

（ ）作成：宮本 昭正 日本臨床ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所長・東京大学名誉教授
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』『ＥＢＭに基づいた抗喘息薬の適正使用ガイドライン （＊＊）

発行：平成１３年

作成：厚生労働省医療技術評価総合研究喘息ガイドライン班

（ ）監修：宮本 昭正 日本臨床ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所長・東京大学名誉教授

『 』一般臨床医のためのＥＢＭに基づいた喘息治療ガイドライン （＊＊＊）

発行：平成１６年

（ ）作成：宮本 昭正 日本臨床ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所長・東京大学名誉教授

他

『ＥＢＭに基づいた患者と医療者のパートナーシップのための喘息診療

ガイドライン（小児用 』） （＊＊＊）

発行：平成１６年

（ ）作成：宮本 昭正 日本臨床ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所長・東京大学名誉教授

他

『ＥＢＭに基づいた患者と医療者のパートナーシップのための喘息診療

）』ガイドライン（成人編 （＊＊）

発行：平成１６年

（ ）監修：宮本 昭正 日本臨床ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所長・東京大学名誉教授

』『喘息予防・管理ガイドライン２００３ （＊）

発行：平成１５年

作成：厚生省免疫・アレルギー研究班

（ ）監修：牧野 荘平 東京ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所・獨協医科大学名誉教授

（ ）古庄 巻史 市立岸和田市民病院長 現こくらｱﾚﾙｷﾞｰｸﾘﾆｯｸ

（ ）宮本 昭正 日本臨床ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患研究所長・東京大学名誉教授

西間 三馨（国立療養所南福岡病院）

５ 食物アレルギー

』『食物アレルギーの診断の手引き２００５ （＊）

発行：平成１７年

作成： 食物アレルギー診療の手引き」検討委員会「

監修：海老澤 元宏（相模原病院臨床研究ｾﾝﾀー ｱﾚﾙｷ゙ ｰ性疾患研究部）他
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また、平成１７年３月に、厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課

において『加工食品に含まれるアレルギー表示』についてパンフレット

を作成・配布

免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業による（＊）

医療技術評価総合研究事業による（＊＊）

医療技術評価総合研究事業において作成したものを学会等に（＊＊＊）

おいて改訂


